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要　　　　　旨
　本研究は、根源的な社会的ルール観がどのような要因から構成されているかについて探
索的に検討することが目的であった。小学生、中学生、高校生、および大学生が被験者で
あった。対人関連因子、生命関連因子、メタルール関連因子、所有関連因子の各下位尺度
得点において、年齢差がみられた。また各因子の下位尺度得点間の相関値にも年齢差がみ
られた。
キーワード：社会的ルール、価値観、道徳
問題と目的
　広田（2010）はさまざまな社会的ルール判断の根拠となるルール観が存在する可能性に
関するモデル構築の端緒として、社会的文脈情報に依存しないルール観の構造に関する検
討を行った。文脈に依存しないルール観とは、状況設定をできる限り排除した社会的文脈
における原子的な存在および状況に対する考え方である。
　このような構造が抽出されたことは、社会的文脈におけるルール判断の根源をなす構造
の存在を示唆するものと考えられる。
　一方被験者となった大学生（広田、2010）や高校生（広田・佐藤 2011）は、多くの社
会的文脈を経験し、学習してきた学習者でもある。したがってたとえ文脈としての手がか
りのない社会的刺激に対しても、多くの過去経験から文脈を推測し、ルール判断を構成し
ている可能性もある。
　そこで本研究では被験者の範囲を拡大し、根源となるルール観が被験者の年齢によって
変化するかどうかについて探索的に検討する。
方　　　法
被験者
　小学生４年生80名、中学生１－３年生179名、高校生１－３年生155名、大学生２－４年
生340名が調査に参加した。
調査内容
　広田（2010）の根源的社会的ルール観尺度（以降 F 尺度と省略する場合がある）：本研
究で扱う社会的ルール観とは、できる限り特定状況に依存しない、社会に対するルール観
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である。
　広田（2010）では心理学関連の先行研究において、状況に依存しない尺度を見つけるこ
とができなかったため、倫理学、法学、宗教学などの文献を手がかりとして、普遍的なルー
ルとして記述されているものを中心に、心理学、教育学を専攻する専門家によって選択を
行い、28項目からなる質問項目を作成し、被験者に実施したが、本研究においても、28項
目すべてを実施した。
　回答形式は５件法（１～５点）で、それぞれ「まったくそうおもわない」から「とても
そうおもう」の選択肢から１つを選ぶ方法であった。
手続き
　授業・講義担当者によって質問紙が配布され、その場で実施・回収がなされた。その際
に、この質問紙の回答を授業担当者が見ることはなく、成績や内申書などに影響するもの
でないという旨の教示がなされた。
結果と考察
⑴　４つの因子の平均値に関する検討
　本研究では、広田（2010）で見出された４つの因子に焦点をあて、それぞれの下位尺度
得点について検討を加えた。本研究で使用する因子は以下の通りである。
　第１因子は、「人の悪口を言ってはいけない」、「人を憎んではいけない」、「人をだまし
てはいけない」、「人をいじめてはいけない」、「うそをついてはいけない」、「人に迷惑をか
けてはいけない」、「自分でできることは、自分でしなくてはならない」といった特に自分
が自ら他者との関係性を規定する内容に高い因子負荷量が認められたため、「自己対人関
連」因子と命名した（以後ｆ１と省略する場合がある）。
　第２因子は、「動物を殺してはいけない」、「生き物を殺してはいけない」、「人を殺して
はいけない」など、特に生命に関連した内容の項目に高い因子負荷量が認められたため、「生
命関連」因子と命名した（以後ｆ２と省略する場合がある）。
　第３因子は、「ルールは、守らなくてはならない」、「決められたことは、守らなくては
ならない」、「学校の規則は、守らなくてはならない」、「法律は、守らなくてはならない」
といった存在しているルールに関するルール観ともいえる内容の項目に高い因子負荷量が
みられたため、「メタルール関連」因子と命名した（以後ｆ3と省略する場合がある）。
　第４因子は、「人の物を盗んではならない」、「借りた物は返さなくてはならない」など、
所有と関連した内容の項目に高い因子負荷量がみられたため、「所有関連」因子と命名し
た（以後ｆ４と省略する場合がある）。
　本研究では欠損値のみられたデータは、分析の対象から排除された。
　各因子（ｆ1－ｆ４）の下位尺度得点の平均値は表１に示した。
　被験者の年齢グループ（小学生、中学生、高校生、大学生）を水準とした分散分析を行っ
た結果、ｆ１（F（3,722=67.95,p<.01）、ｆ２（F（3,722=18.16,p<.01）、ｆ３（F（3,722=39.11,p<.01）、
ｆ４（F（3,722=19.43,p<.01）のいずれも、主効果が有意であった。
　ｆ１では、Tukey の HSD 法による多重比較を行った結果、平均値は、小学生＞中学生
＞大学生＞高校生であり、小学生と中学生（今後小－中と省略する場合がある）、小学生
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と高校生（今後小－高と省略する場合がある）、小学生と大学生（今後小－大と省略する
場合がある）、中学生と高校生（今後中－高と省略する場合がある）、中学生と大学生（今
後中－大と省略する場合がある）、高校生と大学生（今後高－大と省略する場合がある）
のすべての年齢グループに有意な差がみられた（p<.05）。
　ｆ２では、Tukey の HSD 法による多重比較を行った結果、平均値は、小学生、中学生
＞大学生＞高校生であり、小学生と高校生（今後小－高と省略する場合がある）、小学生
と大学生（今後小－大と省略する場合がある）、中学生と高校生（今後中－高と省略する
場合がある）、中学生と大学生（今後中－大と省略する場合がある）、高校生と大学生（今
後高－大と省略する場合がある）の年齢グループに有意な差がみられた（p<.05）。
　ｆ３では、Tukey の HSD 法による多重比較を行った結果、平均値は、小学生、中学生
＞大学生＞高校生であり、小学生と高校生、小学生と大学生、中学生と高校生、中学生と
大学生、高校生と大学生の年齢グループに有意な差がみられた（p<.05）。
　ｆ４では、Tukey の HSD 法による多重比較を行った結果、平均値は、小学生、中学生、
大学生＞高校生であり、小学生と高校生、中学生と高校生、高校生と大学生の年齢グルー
プに有意な差がみられた（p<.05）。
　まず平均値の大きさに注目すると、小学生、中学生、大学生、高校生の順となった。年
齢グループの年齢が上がるに従って、平均値が低下することは、様々な文脈を付加するこ
とができるようになるに従って、根源となるルールについて尋ねられたとき、文脈によっ
ては、そのルールが当てはまらないことがあることを加味した判断が実施される可能性が
あるからではないかと想定できる。しかし大学生と高校生で逆転がみられたことは、付加
する情報が年齢の上昇に従って単純に増加するから、反応に変化が生じると解釈すること
を抑制する結果とも考えられ、今後さらなる検討が必要である。
　各因子における結果に注目すると、ｆ１では、すべての年齢グループ間に有意な差がみ
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られたが、ｆ２、ｆ４では、小学生と中学生の間に有意な差がみられなかった。
　またｆ４では、高校生と小学生、中学生、大学生の間に有意な差がみられたが、その他
のグループ間では有意な差がみられなかった。
　このように因子の種類によって平均値の差がある部分に異なりがあることからも、根源
的ルールの種類が影響を及ぼしていることが示唆された。
⑵　各因子の下位尺度得点の相関について
　年齢グループごとに、ｆ１、ｆ２、ｆ３、ｆ４の下位尺度得点についてピアソンの相関
係数を算出した（表２参照）。
　小学生では、それぞれｆ１とｆ2の間に .466（p<.01）、ｆ１とｆ３の間に .769（p<.01）、
ｆ１とｆ４の間に .450（p<.01）、ｆ２とｆ３の間に .433（p<.01）、ｆ２とｆ４の間に .246 
（p<.01）、ｆ３とｆ４の間に .322（p<.01）の有意な相関値がみられた。
　中学生では、それぞれｆ１とｆ２の間に .660（p<.01）、ｆ１とｆ３の間に .662（p<.01）、
ｆ１とｆ４の間に .617（p<.01）、ｆ２とｆ３の間に .584（p<.01）、ｆ２とｆ４の間に .539 
（p<.01）、ｆ３とｆ４の間に .667（p<.01）の有意な相関値がみられた。
　高校生では、それぞれｆ１とｆ２の間に .479（p<.01）、ｆ１とｆ３の間に .449（p<.01）、
ｆ１とｆ４の間に .486（p<.01）、ｆ２とｆ３の間に .267（p<.01）、ｆ２とｆ４の間に .308 
（p<.01）、ｆ３とｆ４の間に .335（p<.01）の有意な相関値がみられた。
　大学生では、それぞれｆ１とｆ２の間に .401（p<.01）、ｆ１とｆ３の間に .467（p<.01）、
ｆ１とｆ４の間に .294（p<.01）、ｆ２とｆ３の間に .280（p<.01）、ｆ２とｆ４の間に .223
（p<.01）、ｆ３とｆ４の間に .302（p<.01）の有意な相関値がみられた。
　まずすべての年齢グループにおいて各因子の下位尺度得点間に有意な相関係数がみられ
たことは、それぞれの因子の間に関連がどの年齢においてもみられることを示唆している。
　各年齢グループに注目すると、小学生ではｆ１とｆ３の間の相関が高かった。また中学
生では全体的に高い相関が見られた。高校生大学生では、相関はみられるものの、小学生
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や中学生に比較して、各因子間の相関が高くはない傾向がみられた。これらのことから年
齢が低いグループでは、各因子の相関が高く、各因子が独立して存在していないが、年齢
の上昇に従って各因子が独立した存在として機能する可能性が示唆された。
総合考察
⑴　全体的傾向について
　広田（2010）は、「社会的ルールとは、社会的文脈において規定されるルールであるため、
時にそれはモラルと呼ばれるものであったり、法律としてその社会全体によって規定され
るものであったり、その両方の条件を満たすものであったりと、ルール自体は複雑な構成
物である。」と述べているように、社会的文脈は無数の要因から構成される。したがって
このような複雑な判断を行うことが、いつからどのように可能になるのかについて、検討
を加える端緒として年齢という要因に注目することが本研究の課題であった。さらに「し
かし同時にどれだけ複雑な構成物であろうと、そしてそのことについての詳細で正確な知
識があろうとなかろうと、我々はそのようなルール場面に直面したとき、なんらかの反応
を行うことになる。」と指摘したように、何らかの判断を行い、反応として遂行すること
が求められることが日常場面ではしばしばである。
　本研究で示されたように、小学生４年生の年齢グループで、根源となるルールに対する
反応が他の年齢グループよりも平均値が高く、かつ下位尺度得点間一貫性がみられたこと
は、かなり初期段階で少なくとも根源となるルールに関する知識を得ていることが示唆さ
れたものと考えられる。同時に大学生に比較して、その因子構造は明確に分かれたのでは
なく、全体的に均一な反応が因子を通してみられたと考えられる。つまりルール観は存在
するが、他の因子との違いが明確ではないと推測できる。この問題については中学生の間
に変化が起きるのかどうかも含めて、変化の方向性を明確化することが必要である。本研
究では中学生の個人情報を収集することが困難であったため年齢を特定できなかったが、
より明確な傾向を把握するためには、このような情報の収集も必要であると考えられる。
　この問題に関連して廣田ら（2008）は、軽度発達障害児を対象にした先行研究において、
特に社会性に問題を持つ被験者に対してルール学習を試みたが、社会的文脈に対して適切
な行動を教えるという方法ではなく、ルールの基になるルールについて学習するという方
法が試みられた。その結果、問題行動を引き起こす子どもの多くが、自分の問題行動につ
いて、「悪い」という判断ができている、あるいは理解できることを彼らの言語報告から
推測できたが、なぜ悪いと判断できるのかその判断の根拠を突き止めることはできなかっ
た。
　本研究において示されたように、文脈がないルールについての知識を本研究の対象と
なった対象児と同様に問題行動を引き起こす子どもの多くが保有していると考えると、そ
の根源的なルール観が自らの行動に対する評価として機能した可能性も推測できる。
⑵　今後の課題について
　本研究は、刺激場面に依存しない根源的社会的ルールが存在するのかどうかという問題
意識から遂行されたため、網羅的に場面が収集されたかどうかに対するさらなる検討が必
要である。
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　本研究では検討を加えることはできなかったが、項目作成の範囲を拡大することによっ
て、社会的文脈情報に影響を受けにくい根源となるルール因子を見出すことができる可能
性がある。これらのことも踏まえ、根源となる社会的ルールを構成する要因についてさら
に検討がなされなくてはならないと考えられる。
　また社会的文脈に依存しないルール観が、文脈情報を付加されたルール観とどのように
関係しているのか、検討することが必要である。
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Summary
Shinichi Hirota：
Faculty　of Education, Arts and Science
A Developmental Study about conception of root social rule
　The purpose of this study were to examine the structure of the root social rule from a 
developmental view. The questionnaire of the root social rule administered to the school 
child, the junior high school student, the high school student, and the university student.
　As a result of a One-way analysis of variance, Main effects were significant. As a result of 
multiple comparison, Differences were observed in each level.
　And significant positive correlations were recognized between all the subscales, 
Significant positive correlations were recognized between all the　subscales.
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